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岩
手
県
電
気
工
事
業

工
業
組
合
創
立
70
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が

10
月
25
日
盛
岡
市
内
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ

ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
催

さ
れ
た
。

　
式
典・祝
賀
会
に
は
、

お
よ
そ
２
７
０
人
の
来

賓
関
係
者
が
出
席
。
70

年
間
の
歴
史
と
電
気
工

事
業
の
社
会
的
責
務
を

再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
更
な
る
飛
躍
と
発

展
を
誓
い
合
っ
た
。

　
平
野
理
事
長
は
、
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
等

を
通
じ
、
70
年
間
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
電
気

工
事
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
き
た
先
人
へ
の
敬

意
を
表
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
思
い
を
寄
せ
、
全
日

電
工
連
の
組
織
的
支
援

と
全
国
の
電
工
組
等
か

ら
途
切
れ
る
事
の
な
い

支
援
を
受
け
、組
合
員・

青
年
部
が
共
に
昼
夜
の

別
な
く
復
旧
活
動
に
当

た
り
、
事
業
の
再
開
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
と
振
り
返
り
な

が
ら
「
誠
に
感
慨
深
い

も
の
が
あ
る
」
と
組
合

創
立
70
周
年
を
迎
え
る

事
が
で
き
た
こ
と
に
対

し
全
日
電
工
連
、
全
国

の
電
工
組
に
心
か
ら
感

謝
の
意
を
表
し
た
。

　
さ
ら
に
国
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
電

気
工
事
業
の
社
会
的
使

命
に
触
れ
、
組
合
員
一

同
、
よ
り
優
れ
た
技
術

力
を
養
い
、
一
致
団
結

し
て
一
層
の
業
界
発
展

を
図
り
、
多
様
化
す
る

社
会
的
要
請
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
精
進
し
て
い

き
た
い
と
決
意
を
述

べ
、
電
気
工
事
業
の
更

な
る
発
展
に
向
け
、
組

合
員
の
団
結
を
呼
び
か

け
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
達
増
拓
也
岩
手
県
知

事
（
佐
々
木
隆
県
総
務

部
総
合
防
災
室
長
）、

全
日
本
電
気
工
事
業
工

業
組
合
連
合
会
米
沢
寛

会
長
、
東
北
電
力
㈱
近

藤
一
英
執
行
役
員
岩
手

支
店
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。

　
達
増
知
事
は
、
電
気

工
事
業
の
技
術
力
向
上

と
経
営
改
善
へ
組
合
が

果
た
し
て
き
た
役
割
に

触
れ
な
が
ら
「
長
年
培

っ
た
豊
富
な
経
験
と
卓

越
し
た
指
導
力
を
持

ち
、
技
術
の
育
成
と
経

営
基
盤
の
確
立
な
ど
に

努
め
る
事
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

　
席
上
組
合
の
発
展
に

長
年
貢
献
し
て
き
た
役

員
ら
に
対
す
る
表
彰
や

70
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
更
な
る
技
術

技
能
の
向
上
に
対
す
る

期
待
を
込
め
て
、
工
業

系
高
校
に
対
し
て
「
モ

バ
イ
ル
書
画
カ
メ
ラ
」、

ま
た
県
立
産
業
技
術
短

期
大
学
校
に
対
し
て

「
長
時
間
計
測
可
能
な

タ
イ
マ
ー
」
の
目
録
が

県
高
等
学
校
教
育
研
究

会
池
田
明
宏
電
気
専
門

部
長
（
福
岡
工
業
高
等

学
校
長
）
に
贈
呈
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
県
高
等
学
校

教
育
研
究
会
工
業
部

会
（
会
長
・
南
舘
秀
昭

盛
岡
工
業
高
等
学
校
校

長
）
代
理
黒
沢
尻
工
業

高
等
学
校
三
田
章
徳
校

長
か
ら
高
校
生
の
電
気

工
事
士
育
成
に
向
け
た

支
援
に
対
す
る
感
謝
状

が
平
野
理
事
長
に
贈
呈

（
二
面
へ
つ
づ
く
）

創
立
70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

70
周
年
を
祝
い
更
な
る
飛
躍
と
発
展
を
誓
う

式辞を述べる平野理事長
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（
一
面
か
ら
つ
づ
く
）

さ
れ
、
２
０
０
８
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
実
習

用
資
材
の
寄
贈
な
ど
に

対
す
る
感
謝
の
意
が
示

さ
れ
た
。

創立70周年記念式典での受賞者の皆様おめでとうございます
　支部役員（指導功労の部）表彰は、21名、特別功労の部（技術功労（指導）、
事業発展功労、技術功労、事績顕著者、歴代青年部長）は、19名が受賞しました。

＜支部役員＞　
指導功労の部

盛 岡 支 部 舘　澤　信　義
〃 谷　上　　　淳
〃 松　本　良　一
〃  村　上　　　一

花 巻 支 部 瀬　川　忠　昭
〃 阿　部　勝　俊
〃 小　原　　　勇
〃 岩　舘　正　明

水 沢 支 部 斉　藤　宏　年
一 関 支 部 菅　原　長　與

〃 小　野　浩　二
釜 石 支 部 川　村　益　夫

〃 石　井　　　成
宮 古 支 部 刈　屋　清　次

〃 佐々木　　　勝
久 慈 支 部 神　成　隆　一

〃 澤　川　　　靖
二 戸 支 部 舘　口　政　悦

〃 駒　木　　　勲
〃 近　藤　憲　孝
〃 柴　田　正　人

＜特別功労者＞
技術功労指導

㈲ 吉 野 電 設 吉　野　　　淳
㈲ 新 興 電 気 佐　野　正　一

事業発展功労
岩手電気安全サービス 齊　藤　幸　男

〃 高　橋　正　美
技術功労

岩 舘 電 気 ㈱ 山　田　貴　広
南 部 電 気 工 事 ㈱ 及　川　幸　弘

〃 佐　藤　美　保
北 上 電 工 ㈱ 小　國　孝　喜
松 田 電 気 ㈱ 中　田　一　壽
㈱金澤電気工業所 千　葉　堅　弘
北 上 電 工 ㈱ 小田島　　　琢

〃 佐　藤　　　新
優良事務職員

久 慈 支 部 吉　田　律　子
事績顕著者

副 理 事 長 照　井　寛　幸
歴代青年部長

盛 岡 支 部 川　村　武　史
花 巻 支 部 菅　野　卓　訓
釜 石 支 部 川　崎　　　長
二 戸 支 部 小笠原　哲　也
北 上 支 部 髙　橋　　　誠

技術功労　山田貴広氏 支部役員指導功労の部　川村益夫氏

歴代青年部長　川村武史氏 技術功労指導　吉野淳氏

県教育研究会工業部会長より感謝
状（代理三田黒沢尻工業校長）

謝辞を述べる川村益夫氏 壇上の来賓席

揃いのジャンパーで青年部も活躍

記念品贈呈を受ける
池田電気専門部長（福岡工業校長）

（敬称略）

壇上の主催者席

閉会のことばを述べる
舘口副理事長

開会のことばを述べる
照井副理事長

祝辞を述べる東北電力㈱
近藤一英執行役員岩手支店長

祝辞を述べる
全日電工連米沢寛会長

岩手県知事の祝辞を代読する
佐々木隆県総合防災室長

※

創立 70 周年記念式典

※

※

※

※

※

※は各部門の代表受賞者
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受付風景

餅つきを楽しむ
全日電工連米沢会長

軽石義則岩手県議会議員の音頭で乾杯 祝辞を述べる
小林功東北七県連理事長

祝辞を述べる
達増拓也岩手県知事

開会のことばを述べる
北田副理事長

各支部自慢の酒を飲み比べ

歌声と息の合ったパフォーマンスで魅了
「サンイチ三味線」の演奏

翌日の創立70周年記念ゴルフ大会参加メンバー

祝賀会全景 「夢みる老止めの館」による「お祝い餅の振舞い」は
大黒舞から始まる

閉会のことばを述べる
佐々木専務理事

創立 70 周年記念祝賀会

和やかな雰囲気の中で会話が弾む

（南部富士カントリークラブ：八幡平市）
◎お問い合わせ先…パナソニック株式会社ライフソリューションズ社  東北電材営業部  盛岡電材営業所
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全日電工連創立60周年記念
第33回電気工事業全国大会開催（北陸・石川大会）

当組合から役員・青年部など参加
　
全
日
電
工
連
創
立
60

周
年
記
念
・
第
33
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
は

10
月
16
・
17
日
、
金
沢

市
内
に
多
く
の
組
合

員
、
青
年
部
員
ら
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
大
会
は
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
「
輝
く
明
日

へ　
社
会
を
照
ら
す
使

命
の
リ
レ
ー
を
、
今
こ

こ
か
ら
」、
サ
ブ
テ
ー

マ
に
「
知
ろ
う
、
語
ろ

う
、
伝
え
よ
う
、
電
気

工
事
の
魅
力
と
誇
り
」

を
掲
げ
、
需
要
創
造
の

方
策
を
討
議
し
、
併
せ

て
電
気
工
事
業
界
の
進

む
べ
き
道
を
地
域
社
会

に
向
け
て
発
信
し
た
。

組
合
活
性
化
研

修
会

　
研
修
会
は
、
17
日
の

午
前
中
に
行
わ
れ
、
第

４
回
優
良
事
業
工
組
表

彰
エ
ン
ト
リ
ー
54
事
業

の
中
か
ら
、
全
日
電
工

連
が
選
考
し
た
９
事
業

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ

た
。優

良
事
業
工
組

表
彰

　
金
賞
は
、
埼
玉
県
工

組
「
工
業
高
校
生
電
気

工
事
士
資
格
取
得
支
援

事
業
」、
銀
賞
は
、
新

潟
県
工
組
「
組
合
の
Ｉ

Ｔ
化
推
進
事
業
」
な
ど

３
事
業
、
銅
賞
に
は
、

三
重
県
工
組
「
工
業
高

校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
受
け
入
れ
」
な

ど
３
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。
そ
の
ほ
か

優
良
賞
は
５
工
組
受
賞

し
た
。

　
記
念
式
典
に
先
立
ち

16
日
次
の
３
つ
の
テ
ー

マ
に
よ
り
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
、
翌
日
の

大
会
に
お
い
て
意
見
発

表
が
行
わ
れ
た
。

意
見
発
表
要
旨

意
見
交
換
会
Ａ

「
デ
ジ
タ
ル
革
命
が
も

た
ら
す
電
気
工
事
業
の

働
き
方
の
未
来
に
つ
い

て
」

本
県
参
加
者

平
野
喜
英
青
年
部
長

　
作
業
効
率
化
と
簡
素

化
を
実
現
し
、
生
産
性

の
向
上
を
実
現
さ
せ
、

デ
ジ
タ
ル
革
命
が
電
気

工
事
業
界
の
働
き
方
改

革
に
繋
が
る
よ
う
全
日

電
工
連
を
軸
に
各
県
工

組
で
取
り
組
み
、
電
気

工
事
業
の
働
き
方
元
年

と
し
て
盛
り
上
げ
て
い

く
。

意
見
交
換
会
Ｂ

「
地
域
電
気
工
事
業
者

へ
の
人
材
供
給
の
活
性

化
に
向
け
た
今
後
の
人

材
確
保
と
人
づ
く
り
」

本
県
参
加
者

千
葉
政
芳
青
年
部
副
部

長

及
川
真
也
県
理
事

本
舘
龍
男
青
年
部
員

　
国
の
関
係
省
庁
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
週

休
二
日
制
、
有
給
休
暇

の
取
得
の
ほ
か
福
利
厚

生
面
の
充
実
を
図
り
、

魅
力
あ
る
業
界
づ
く
り

が
重
要
。
定
着
率
改
善

に
は
、
長
期
的
人
材
育

成
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。

意
見
交
換
会
Ｃ

「
全
日
電
工
連
60
周
年

の
足
跡
か
ら
学
ぶ
　

我
々
が
描
く
こ
れ
か
ら

の
組
合
事
業
」

本
県
参
加
者

遠
山
和
成
青
年
部
副
部

長
　
組
合
員
の
拡
大
は
急

務
で
あ
る
。
組
合
加
入

メ
リ
ッ
ト
を
広
く
知
ら

し
め
る
。
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
横
の
つ
な
が

り
で
あ
る
。
更
に
強
力

な
組
織
に
す
る
た
め
、

皆
で
協
力
し
て
い
く
。

意
見
交
換
会
や
表
彰
、
大
会
決
議
な
ど

大会決議
①技術革新に先行する技術者の育成強化を図

り、信頼される街の電気ドクターを目指す。
②デジタル革命時代に対応した働き方の未来

を見通し業界の次なる発展繁栄に向け正し
い市場作りを目指す。

③創立70周年に向けあるべき姿を俯瞰し地
域社会とともに歩み続ける業界としてス
ピード感をもって各種事業を具現化する。

　
組
合
青
年
部
は
、
11

月
９
日
㈯
午
後
12
時
45

分
か
ら
岩
手
県
立
黒
沢

尻
工
業
高
校
に
お
い

て
、
組
合
側
は
照
井
副

理
事
長
ほ
か
青
年
部
員

な
ど
12
人
、高
校
側
は
、

高
校
生
15
人
、
教
職
員

な
ど
計
30
人
が
参
加
し

て
５
回
目
の
「
高
校
生

と
の
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
照
井
副
理
事

長
か
ら
挨
拶
の
後
、
池

田
明
宏
電
気
専
門
部
長

（
福
岡
工
業
校
長
）
に

対
し
電
材
等
の
目
録
が

贈
呈
さ
れ
た
後
、「
電

気
工
事
業
の
魅
力
を
伝

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
県

南
、
県
北
、
沿
岸
の
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、

青
年
部
か
ら
電
気
工
事

の
イ
メ
ー
ジ
や
仕
事
の

内
容
等
を
説
明
、
高
校

生
か
ら
進
路
決
定
の
仕

方
な
ど
が
話
合
わ
れ
貴

重
な
情
報
交
換
の
機
会

と
な
っ
た
。

　

青
年
部
に
と
っ
て

は
、
工
業
高
校
生
や
先

生
方
と
意
見
交
換
な
ど

今
後
も
交
流
し
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
交
換
会
と
な
っ

た
。

あいさつする照井副理事長

照井副理事長から副賞を受ける
池田明宏電気電門部長（福岡工業校長）

活発な意見交換会全景

平野青年部長

遠山副部長

佐藤友和電気専
門部委員長（盛
岡工業電気科長）

高橋県理事 北田県理事

第５回高校生との意見交換会

「電気工事業の魅力を伝える」

組合青年部 電気工事業界理解促進事業
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令
和
元
年
11
月
１

日
、
北
上
市
内
に
お
い

て
６
回
目
の
開
催
と
な

る
移
動
理
事
会
が
開
か

れ
た
。

　
移
動
理
事
会
は
、
組

合
運
営
の
円
滑
化
・
活

性
化
を
図
る
た
め
、
組

合
本
部
と
支
部
と
の
協

議
の
場
と
し
て
開
催
し

て
い
る
も
の
。
組
合
本

組
合
移
動
理
事
会
　
北
上
で
開
催

組
合
の
状
況
等
に
つ
い
て
協
議

部
と
し
て
地
域
の
現
状

把
握
と
支
援
策
等
を
検

討
す
る
た
め
毎
年
開
催

し
て
い
る
。

　
３
つ
の
議
題
に
つ
い

て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　
１
　
組
合
加
入
促
進

対
策
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
組
合
員
数
が
減

少
し
て
い
る
状
況
の
中

で
加
入
増
加
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
新
規
加
入
時
の
負

担
金
や
手
数
料
等
の
見

直
し
を
行
う
等
組
合
員

の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
各
支
部
に
お
い

て
、
新
規
加
入
者
を
増

や
す
こ
と
が
出
来
る
よ

う
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
と
さ
れ
た
。

　
２
　
第
４
回
電
気
工

事
技
能
競
技
全
国
大
会

に
つ
い
て
、
来
年
11
月

に
開
催
さ
れ
る
第
４
回

技
能
競
技
大
会
参
加
に

向
け
て
、
岩
手
県
工
組

全
組
合
員
を
対
象
に
選

手
募
集
通
知
案
が
示
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　
３
　
来
年
度
の
移
動

理
事
会
に
つ
い
て
、
沿

岸
北
部
久
慈
支
部
で
の

開
催
が
提
案
さ
れ
、
渡

辺
理
事
か
ら
久
慈
支
部

に
お
い
て
開
催
に
向
け

て
検
討
す
る
旨
の
意
向

が
示
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、

①
高
校
生
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９

岩
手
県
大
会
に
係
る
視

察
参
加
案
内
。

②
電
気
新
・
増
設
申
込

み
（
低
圧
供
給
）
に
関

わ
る
今
後
の
申
し
込
み

手
続
き
に
つ
い
て

③
全
日
電
工
連
第
４
回

優
良
事
業
工
組
表
彰
事

業
抄
録

④
電
気
工
事
関
連
法
成

立
の
時
代
的
背
景
等
に

つ
い
て

⑤
平
成
30
年
度
新
規
学

卒
者
（
技
術
者
）
採
用

状
況
に
つ
い
て

⑥
岩
手
県
工
組
今
後
の

主
要
行
事
予
定
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
移
動
理
事
会
終
了

後
、
東
北
電
力
花
北
電

力
セ
ン
タ
ー
今
所
長

様
、
小
野
寺
配
電
技
術

サ
ー
ビ
ス
課
長
様
を
来

賓
と
し
て
お
招
き
し
て

の
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
会
議
で
話
き
れ
な

か
っ
た
話
題
等
を
話
合

う
な
ど
和
や
か
に
懇
談

し
た
。

　
組
合
と
協
会
の
共
同

事
業
と
し
て
11
月
15
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
相

談
時
間
も
含
め
約
２
時

間
「
働
き
方
改
革
研
修

会
」
が
岩
手
電
気
工
事

会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　

企
業
経
営
に
お
い

て
、
働
き
方
改
革
へ
の

取
り
組
み
は
避
け
て
通

れ
な
い
喫
緊
の
課
題
と

の
声
を
受
け
、
働
き
方

改
革
に
関
心
の
あ
る
関

係
者
の
方
々
を
対
象

に
、
労
働
時
間
や
有
給

休
暇
等
へ
の
正
し
い
理

解
を
深
め
て
頂
く
機
会

と
し
て
開
催
し
た
。

働き方改革研修会開催

　
当
日
は
、
23
事
業
所

が
参
加
。
主
催
者
を
代

表
し
平
野
理
事
長
は
、

人
材
確
保
の
あ
り
方
な

ど
日
本
を
取
り
巻
く
環

境
を
踏
ま
え
、
電
気
工

事
業
界
の
課
題
を
克
服

す
る
様
勉
強
し
て
欲
し

い
と
期
待
を
寄
せ
た
。

労
働
基
準
監
督
署
よ
り

塩
見
友
樹
労
働
基
準
監

督
官
が
「
働
き
方
改
革

に
お
け
る
労
働
時
間
法

制
」
等
に
つ
い
て
、
岩

手
働
き
方
改
革
支
援
セ

ン
タ
ー
社
会
保
険
労
務

士
の
八
重
樫
信
也
氏

（
セ
ミ
ナ
ー
講
師
）
が

「
同
一
労
働
同
一
賃
金

制
度
へ
の
対
策
に
つ
い

て
」
そ
れ
ぞ
れ
講
義
を

行
っ
た
。
他
に
相
談
担

当
と
し
て
社
会
保
険
労

務
士
の
柾
谷
嗣
夫
氏
も

　
９
月
下
旬
、
福
利
厚

生
事
業
の
一
環
と
し
て

体
力
増
強
の
た
め
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、

専
用
の
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー

ル
を
用
い
て
行
う
、
ゴ

ル
フ
風
ス
ポ
ー
ツ
で
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
初
め
て
の
方
で
も

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

　
会
場
は
、
本
州
最
大

規
模
を
誇
る
11
コ
ー
ス

99
ホ
ー
ル
を
擁
す
る
洋

野
町
大
野
の
「
お
お
の

キ
ャ
ン
パ
ス
」
内
の
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
し

た
。

　
大
き
な
空
の
も
と
、

初
秋
の
柔
ら
か
い
風
を

浴
び
な
が
ら
、
な
だ
ら

か
な
丘
陵
地
に
広
が
る

緑
の
牧
草
地
内
の
コ
ー

ス
を
回
る
こ
と
で
、
日

常
を
忘
れ
爽
や
か
な
気

分
で
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
お
お
の
キ
ャ

ン
パ
ス
」
内
に
は
、
道

の
駅
、
産
業
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
、
木
工
・
陶

芸
・
ガ
ラ
ス
・
さ
き
織
・

園
芸
な
ど
の
地
域
資
源

活
用
工
房
、宿
泊
施
設
、

健
康
の
湯
、
動
物
ふ
れ

あ
い
館
な
ど
18
の
施
設

が
あ
り
﹃
一
人
一
芸
も

の
づ
く
り
の
里
﹄
の
拠

点
と
な
っ
て
お
り
、
学

ぶ
・
遊
ぶ
・
創
る
・
食

べ
る
が
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
一
日
い
っ
ぱ

い
楽
し
め
ま
す
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
２

時
間
弱
プ
レ
ー
し
た

後
、お
昼
に
は
隣
の︻
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
お
お
の
︼

で
芝
生
を
眺
め
な
が
ら

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽

し
ん
で
、
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
来
年
の
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
何
を

…
と
、
気
の
早
い
こ
と

を
考
え
て
…
お
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

　
今
回
の
台
風
・
大
雨

に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
は
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様

が
、
一
日
も
早
く
平
常

の
生
活
に
戻
る
こ
と
が

出
来
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
次
回
は
宮
古
支
部
）

支部

トッピックス
久慈支部

加
わ
り
、
個
別
相
談
に

対
応
頂
き
開
催
効
果
が

実
感
で
き
る
研
修
会
と

な
っ
た
。

平
野
理
事
長

組合・協会共同事業

労働時間等の正しい理解へ

岩手中部クリーンセンター視察

北上市立博物館視察
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日本電設工業協会
令和元年度会員大会開催

当会から松橋会長ら出席

長
の
挨
拶
、
来
賓
挨
拶

の
後
、「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
と
能

力
評
価
」
と
題
し
、
人

材
委
員
会
能
力
評
価
基

準
専
門
委
員
会
副
主
査

の
齋
藤
衛
氏
か
ら
、
そ

し
て
「
文
系
女
子
か
ら

電
気
工
事
技
術
者
へ
の

道
」
と
題
し
、
山
形
電

業
協
会
会
長
の
會
津
圭

一
郎
氏
か
ら
の
基
調
報

告
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、

大
会
決
議
と
し
て
、
働

き
方
改
革
と
新
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
推
進

し
、「
夢
と
生
き
が
い

の
あ
る
電
設
業
界
」
を

目
指
し
て
、
①
「
担
い

手
の
育
成
及
び
確
保
＆

生
産
性
向
上
」、②
「
適

正
な
工
期
・
適
正
な
価

格
で
の
受
注
の
確
保
」、

③
「
分
離
発
注
の
推

進
」、
④
「
電
力
新
時

代
へ
の
対
応
」、⑤
「
国

際
貢
献
、
海
外
展
開
の

取
り
組
み
」
の
５
つ
の

目
標
に
向
け
、「
戦
略

的
広
報
活
動
・
関
係
団

体
等
と
の
連
携
強
化
」

が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
と

し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
の
人
間
形
成
」〝

夢
へ
向
か
っ
て
〟
と
題

し
、
学
校
法
人
栴
檀
学

園　
東
北
福
祉
大
学
ゴ

ル
フ
部
監
督
の
阿
部
靖

彦
氏
の
講
演
、
引
き
続

き
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
な
お
、
懇
親
会
で

は
宮
城
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
東
北
各
地

の
地
酒
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
ミ
ス
さ
ん
さ
ら
に

よ
る
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り

等
も
披
露

さ
れ
た
。

　

な
お
、

来
年
度
の

（
一
社
）

日
本
電
設

工
業
協
会

会
員
大
会

は
、
東
海

支
部
が
担

当
し
、
来

年
10
月
15

日
に
愛
知

県
名
古
屋

市
で
行
わ

　
当
会
上
部
団
体
で
あ

る
（
一
社
）
日
本
電
設

工
業
協
会
主
催
の
会
員

大
会
が
、
10
月
10
日
、

仙
台
市
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
て
開

催
さ
れ
、
当
会
か
ら
工

藤
顧
問
、
松
橋
会
長
、

佐
々
木
・
太
田
・
吉
野

副
会
長
、
千
田
専
務
理

事
が
出
席
し
た
。

　
大
会
に
は
、
全
国
の

会
員
４
９
８
名
と
、
ご

来
賓
と
し
て
佐
藤
克
英

国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
長
を
は
じ
め
、

村
井
嘉
浩
宮
城
県
知

事
、
郡
和
子
仙
台
市
長

ら
が
出
席
し
た
。

　
大
会
は
、
後
藤
清
会

一般社団法人　岩手県電業協会　主催

第12回　公益目的事業講演会

I LC（国際リニアコライダー）の最新動向と
「ILCによる地域振興ビジョンについて」

　I LC 誘致実現に向けた最新の動向と「I LC に
よる地域振興ビジョンについて」、岩手県 I LC 推
進局副局長兼事業推進課総括課長　高橋　毅　様
にご講演いただきます。

2019年12月12日㈭
講　演  15：00～16：50
交流会  17：00～18：30

盛岡地域交流センター マリオス
18F 188会議室

【講師】 高
たかはし
橋　毅

つよし
　氏

 岩手県 ILC推進局副局長兼事業推進課総括課長

　◆参加費：無　料 （交流会参加の方はお一人4,000円）
　◆定　員：100名（お申込み先着順） れ

る
予
定
で
あ
る
。

一般社団法人　岩手県電業協会　事務局
〒020-0051　盛岡市下太田榊48番地44

TEL：019-656-3255　FAX：019-658-1636

お
問
い

合
わ
せ

三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　第一営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。
―これからの豊かさや幸せのために、
　私たちが、はじめたこと。
　それは、あらためて「暮らしの本質」を
　見つめなおすこと。
　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の
　課題を解決しながら、
　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。
　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、
　社会が複雑に変わっても、
　暮らしに大切なものはそう変わらない。
　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、
　かしこくムダのないエコテクノロジーで、
　私たちは、人と社会、地域をつないで、
　これまでにない暮らしのよろこびを
　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、
　あしたをもっと待ち遠しいものに、
　変えていくために。

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・奥州・花北

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

　自家用電気工作物の電気設備の改修工事等を行ったとき、電気工事業者作業員の方が感電により負傷
又は死亡するという、痛ましい事故が後を絶ちません。また、発電所の設置や設備変更など、主任技術
者に連絡しないまま工事を行ったことによる関係法令違反も発生しています。
　電気事故（感電・アーク火傷）並びに関係法令違反を未然に防止するため、高圧受電設備の改修工事、
低圧分電盤のブレーカー交換及び配線等の工事を計画（実施）するときなどは、事前に電気主任技術者
（保安協会等）にご連絡いただきますようお願いします。

事前に電気主任技術者（保安協会等）にご連絡をお願いします。！
【ご連絡をお願いする事項】
● 高圧受電設備に係る工事を計画したとき
● 発電所及び非常用予備発電装置に係る工事を計画したとき
● 構内の電柱や電線に近接する作業を計画したとき
● 低圧分電盤のブレーカー交換や配線等の工事を計画したとき　
　（※高圧受電設備以外の電気工事でもご連絡をお願いします。）
工事内容等について、打合せの上、安全確保及び関係法令遵守のためのご助言や立会いをさせていただきます。

電気工事関係者さまへのお願い

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力２０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
協会ホームページ　http://www.eme-tohoku.com/

岩手県支部  事務局／滝沢市穴口 275-11

TEL 019-613-2728　FAX 019-641-9428

連絡所／盛岡市・二戸市・花巻市・奥州市・一関市・久慈市・宮古市・釜石市・大船渡市

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒028-3621　矢巾町大字広宮沢第5地割315番
TEL（019）697-3333 ㈹　FAX（019）697-1100

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
本社営業部 〒028-3621 矢巾町大字広宮沢第 5 地割315番
  TEL（019）697 － 3333
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9 － 36
  TEL（0193）63 － 6443

【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14 － 1
  TEL（018）863 － 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23 － 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1 － 5
  TEL（0193）23 － 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33 － 4711

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所
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